	BL認定基準適合確認自己チェックリスト（暖・冷房システム（蓄熱暖房器））
□型式・名称　　　　　　　　　　　　　

	項目番号
	優良住宅部品認定基準（BLS HS/B-b-10：2023　2023.4.21施行）
	確認

方法
	申請者記入

	
	確認事項
	
	ﾁｪｯｸ
	仕様・性能等
	記載図書
	頁



	1. 
	第１章　総則
	
	
	
	
	

	2. 
	Ⅰ．総則
	
	
	
	
	

	3. 
	第２章　性能基準
	
	
	
	
	

	4. 
	Ⅰ．総則

1. 適用範囲

主に深夜電力などの利用により、電気ヒータを用い蓄熱体に熱として蓄えると共に、その周囲を断熱材等で覆い、必要時に放熱させ室内の暖房を行う蓄熱暖房器で、電気ヒータ容量が10Kw以下のものを対象とする。
	図書
	□
	
	
	

	5. 
	2. 用語の定義
	
	
	
	
	

	6. 
	3. 部品の構成
構成部品は表－１による。

表－１　構成部品

[image: image1.emf]構   成   部   品   名  構成の別   注 )  備考  

自然放熱式   ( ダンパ調整型 )  強制放熱式  

放熱部  蓄熱体  ●  ●   

伝熱部  ヒータ  ●  ●   

駆動装置  モータ  －  ●   

ファン  －  ●   

放熱量調整ダンパ  ●  ●   

ケーシング  ●  ●   

グリル  ●  ●   

通風路  ●  ●   

断熱材  ●  ●   

センサー類  放熱量調整センサー  ●  －   

温風温度調整用センサー  －  ●   

サーモスタット  －  ●   

配線  建物側電源までの標準配線  ●  ●   

アース線  ●  ●   

操作部  蓄熱量ダイヤル  ●  ●   

放熱量ダイヤル  ●  －   

ルームサーモダイヤル  －  ●   

ファンスイッチ  －  ●   

機器設置用 必要部品  機器本体の標準取付部品  ●  ●   

 


注)構成の別

●：(必須構成部品)住宅部品として基本性能上、必ず装備されていなければならない部品及び部材を示す。
	図書
	□
	
	
	

	7. 
	4. 材料

必須構成部品及び選択構成部品に使用する材料は、名称及び該当するJIS等の規格名称を明確化し、又は、JIS等と同等の性能を有していることを証明したものを対象とする。
	図書
	□
	
	
	

	8. 
	5. 施工の範囲

構成部品の施工範囲は、原則として以下のとおりとする。

a)　取付け下地の確認
	図書
	□
	
	
	

	9. 
	b)　機器本体の取付及び配線の接続
	図書
	□
	
	
	

	10. 
	c)　操作部(機器本体と一体となったものは除く)の取付及び機器との接続
	図書
	□
	
	
	

	11. 
	(6. 寸法)
	
	
	
	
	


	Ⅱ．要求事項
蓄熱暖房器の性能は、「優良住宅部品認定基準(暖・冷房システム)」による他、次による。
	図書
	□
	
	
	
	

	12. 
	1　住宅部品の性能等に係る要求事項

1.1　機能の確保

a)　機器特性
1)　蓄熱性能（全タイプ）

通常の使用状態を想定した時、通電を開始から通電終了までの通電時間中に蓄えられた蓄熱性能は、表示値の95％以上であること
＜試験：BLT HS/B-b-1001「蓄熱性能」＞
	試験
	□
	
	
	

	13. 
	2)　蓄熱効率（全タイプ）

環境温度条件(非蓄熱状態)から通電を開始し、本体に蓄えられた熱量(蓄熱量)は、通電時間中に投入した電力量(投入熱量)に対して、自然放熱式の場合は75％以上、強制放熱式の場合は85％以上であること。

＜試験：BLT HS/B-b-1002「蓄熱効率」＞
	試験
	□
	
	
	

	14. 
	3)　残熱率(その１)（強制放熱式）

通電時間後、非通電時間まで放置した時の残熱量は、通電時間終了直後の蓄熱量に対して、50％以上であること。

＜試験：BLT HS/B-b-1003「残熱率(その１)」＞
	試験
	□
	
	
	

	15. 
	4)　残熱率(その２)（強制放熱式）

通電時間後、非通電時間までファンを連続運転した時の残熱量は、通電時間終了直後の蓄熱量に対して、10％以下であること。

＜試験：BLT HS/B-b-1004「残熱率(その２)」＞
	試験
	□
	
	
	

	16. 
	5)　放熱率（強制放熱式）

通電時間後、ファンを連続運転した時の平均放熱量を維持するために必要な残熱量は、通電時間終了直後の蓄熱量に対して、40％以下であること。

＜試験：BLT HS/B-b-1005「放熱率」＞
	試験
	□
	
	
	

	17. 
	6)　騒音（強制放熱式）

運転騒音は、無響室(JIS C 9612 付属書2に定める以上とする)に試験器を設置(使用状態と同様に組み込む)し、本体中央部前方１ｍの床上１ｍの点で測定し、次によること。

①　送風機に強弱の切替スィッチを有する場合は、各々測定するものとし、弱の場合は35dB(A)以下、強の場合は40dB(A)以下であること。
	試験
	□
	
	
	

	18. 
	②　送風機に強弱の切替スィッチを有しない場合は、38dB(A)以下であること。

＜試験：BLT HS/B-b-1006「運転騒音」＞
	試験
	□
	
	
	

	19. 
	1.2　安全性の確保

（1.2.1　機械的な抵抗力及び安定性の確保）
	
	
	
	
	

	20. 
	1.2.2　使用時の安全性及び保安性の確保

a)　形状・加工状態
身体に触れる部分には鋭利な突起等がないこと。
	図書

現物
	□
	
	
	

	21. 
	b)　荷重・外力

1)　地震時の転倒防止用支持金物は、別添１「具備すべき支持金物・支持金物の強度基準」に適合していること。
	図書
	□
	
	
	

	22. 
	c)　使用上の安全性

1)　通電試験(その１)

試験状態は、電気用品取締法に準じて行う。試験は、通常の使用状態下で30日間の連続試験(製品仕様における通電時間と非通電時間の繰り返し)を行い、次の性能を有すること。

なお、本試験については、第三者性を有する機関等において実施すること。
①　構造

試験後、通常の使用状態で危険を生じる恐れがなく、形状が良好で、かつ動作が円滑であること。
	試験
	□
	
	
	

	23. 
	②　本体表面温度等

試験中、機器本体の底面を除く表面温度が125℃以下、かつ、床面の温度は80℃以下であること。
	試験
	□
	
	
	

	24. 
	③　電気絶縁性

試験通電終了直後に１ＭΩ以上であること。
	試験
	□
	
	
	

	25. 
	④　制御装置(安全装置を含む)
試験中、正常な動作であること。
	試験
	□
	
	
	

	26. 
	2)　通電試験(その２)

試験は、常温下で72時間の連続通電試験(常時電源ＯＮの状態)を行い、1)の性能を満たすこと。

なお、本試験については、第三者性を有する機関等において実施すること。
	試験
	□
	
	
	

	27. 
	（1.2.3　健康上の安全性の確保）
	
	
	
	
	

	28. 
	（1.2.4　火災に対する安全性の確保）
	
	
	
	
	

	29. 
	（1.3　耐久性の確保）
	
	
	
	
	

	30. 
	（1.4　環境に対する配慮）
	
	
	
	
	

	31. 
	（2　供給者の供給体制等に係る要求事項）
	
	
	
	
	

	32. 
	3　情報の提供に係る要求事項

3.1　基本性能に関する情報提供

次の機能性、安全性、耐久性、環境負荷低減等の部品に関する基本的な事項についての情報が、わかりやすく表現され､かつ、カタログその他の図書又はホームページにより、提供されること。
a)　蓄熱性能
	図書
	□
	
	
	

	33. 
	b)　蓄熱効率
	図書
	□
	
	
	

	34. 
	c)　通電時間別契約の種類
	図書
	□
	
	
	

	35. 
	d)  制御性能
	図書
	□
	
	
	

	36. 
	e)　本体表面が高温となる恐れがある旨
	図書
	□
	
	
	

	37. 
	f)　高温防止対策（仕上げ材等の発火対策及び）
	図書
	□
	
	
	

	38. 
	g)　高温防止対策（装飾品等との離隔距離）
	図書
	□
	
	
	

	39. 
	（3.2使用に関する情報提供）
	
	
	
	
	

	40. 
	（3.3　維持管理に関する情報提供）
	
	
	
	
	

	41. 
	（3.4　施工に関する情報提供）
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